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ポスターセッション

解体木材の再利用に関する研究

○疋田洋子＊東実千代＊木村菜美＊＊素野亜希子＊3武田智子＊4平陽子*5

（＊奈良女大　＊＊大和ハウス工業（株）＊'大洋住宅（株）＊'中岡組（株）＊'奈良女大・院）

　【目的】わが国においては、住宅の建て替えサイクルが極めて短い上に、壊された住宅部

材の大部分が廃材として処分されており、廃棄物の最終処分地が逼迫し、資源の有効利用、

環境保全の面で問題が生じている。多くの分野でリサイクル意識が高まる中、住宅部材に

ついては、未だ再利用の方向性が見いたされていない。本研究は、住宅の解体木材を再利

用する観点から可能性を追求し、その諸条件を整えることを目的としている。

　【方法】実験に供した材は、建築後３０年から24 3年を経た９棟の解体建物から得た木

材である。まず、光学顕微鏡により樹種の識別を行った後、試験体を作製し、温度２０±

2°C、湿度6 5±5％で約１ヶ月間調湿した後、インストロン木材万能試験機を用いて、

曲げ強度と縦圧縮強度を測定した。曲げ強度試験はJ I Sの木材試験方法に準拠した無欠

点小試験体で、縦圧縮強度試験は無欠点小試験体と実大試験体による試験を併用した。

　【結果】光学顕微鏡により樹種の識別を行った結果、得られた材はヒノキ、スギ、モミ、

ペイツガ、ツガ、マツ、ケヤキの７樹種であることが確認された。解体材の曲げ強度と縦

圧縮強度は、いずれも未使用材の標準値を上回る材が多かった。同一部材から得られた無

欠点小試験体の縦圧縮強度と実大試験体での縦圧縮強度の比は0.7 6～0.9 9であり、

未使用材のそれと同程度であった。

2Ｕ-16(P) 抗菌処理を施された便器の「汚れ」による性能評価

　○椛田考一　杉本茂　　坪郷英彦（:束:京家政学院大学）

□研究目的　現在、市販されている便器は抗菌仕様のものが標準化している。メーカーは抗菌処理

を施こすことによって、消費者の「清潔指向」を満たすとともに細菌の繁殖を抑制し「汚れ難く臭

気を抑制する」ことを提示している。便器の「汚れ難さ」は消費者にとって「清掃の簡便化・頻度

の減少jというメリットがあるが、［汚れ］に関する一般的な物理指標はなく、抗菌仕様の性能評

価が曖昧である。そこで、本研究では非抗菌仕様と抗菌仕様の便器を学校と一般家庭に設置し、「汚

れ」による性能評価を行った。

　なお、「抗菌」の効果は「細菌量」で評価することが可能であるが、直接人体に触れることの少ない

便座を除く便器本体は、「汚れの付着」を評価対象とする方が実利的である。

□研究方法　学校設置（非抗菌:6個　銀抗菌:7個　フラッシュバルブ、洗浄水は中水）、一般家庭

設置（非抗菌:6個　銀抗菌.･9個　口－タンク）の便器について次の調査を行った。

　調査A :便器の清掃を１ヶ月間行わず、使用回数及び目視による汚れの確認を行った。この調査

では、便器に生じる「目に見える汚れ」を評価の対象とするが、「汚れ」に関する一般的な物理評

価指標はないので、「１調査員の目視による統一的な主観評価」によった。

　調査Ｂ：汚れの度合いが清掃方法にどのように関与するかを明らかにするために、汚れ､を取り除

くのに必要な方法（清掃の方法を部位毎に５段階であらかじめ提示）を確認した。

□結果　「汚れ」の発生する時期は、使用頻度が21回/日以上, 5回/日以下の場合に、早くなる傾

向にあり、抗菌処理の有無による顕著な差異はない。
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